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　　プレゼントありがとう

　3月18日西保育園（園児数99名）で、「お別れ会」

が行われました。

　卒園式（3月26日）に先がけての催しで、卒園す

る園児たち（ライオン組22名）は、2歳児から4歳

児までの園児より励ましの歌や遊ぎが被露されます

とさかんに拍手を送っていました。また園児22名に

は、チビッ子たちが日頃丹精こめて作った手づくり

のペンダント、筆立て、時間表、色紙を材料にした

花がプレゼントされました。笑顔の園児たちは、お

礼に歌を合唱、最後は卒園児をかこみ、なかよく昼

食会が行われました。



一
」
と
し

の
施
政
方
針

厳しい財政を踏まえ
ズ
・

りちづくまる活気のあ
、
礁

　
五
十
一
年
度
の
市
政
の
方
向
を
決
め
る
第
百
九
十
六
回
定

創．

市
議
会
わ
、
三
月
t
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
て
の
日
程
て

朝
ゐ
耗
チ
し
た
、
本
定
例
会
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
、
市
長
の

伽
．
政
お
針
あ
奢
明
と
五
十
パ
年
度
の
一
般
会
計
を
ぱ
し
め
、

、
、
O
待
創
会
ヨ
の
予
算
審
議
や
条
例
の
制
定
、
そ
れ
に
一
般
質

簡。

プ
・
L
た
、
そ
こ
で
吊
行
政
を
指
標
す
る
、
施
政
方
針
・
に

フ
ホ
，
卜
石
、
当
て
て
、
而
政
の
主
要
課
題
解
決
へ
の
心
が
ま

7

そ
下
．
舶
．
、
じ
P
し
ま
ず

■
は
じ
め
に

　
本
日
こ
こ
に
第
百
九
十
六
回
市
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

市
政
に
つ
い
て
所
信
を
申
し
述
べ
議

員
諸
賢
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
通
り
、
二
二
数
年
来
世

界
同
時
不
況
は
更
に
一
層
深
刻
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ぞ
　
う

増
し
、
わ
が
国
も
戦
後
未
曽
有
の
経

済
不
況
を
招
来
し
、
国
の
財
政
事
情

は
極
度
に
悪
化
し
、
政
府
は
こ
の
た

び
超
緊
縮
予
算
を
編
成
し
、
国
会
に

お
い
て
審
議
の
途
上
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
余
波
は
必
然
的
に
地
方
自
治
体

が
ま
と
も
に
う
け
、
影
響
す
る
と
こ

ろ
甚
大
で
あ
り
ま
す
。

　
本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
と
く
に

国
、
県
に
依
存
す
る
財
源
度
合
の
高

い
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
五
十

八
年
度
当
初
予
算
の
編
成
は
き
わ
め

て
困
難
で
あ
り
、
加
え
て
景
気
の
停

滞
、
低
迷
が
続
く
中
で
市
税
収
入
の

伸
び
は
見
込
め
ず
、
地
方
交
付
税
は

前
年
と
比
較
し
て
七
・
六
％
の
減
額

を
見
込
み
、
ま
た
国
県
支
出
金
は
大
幅

に
減
少
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
つ
と

め
て
一
般
行
政
経
費
の
節
減
合
理
化

を
は
か
り
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率

的
な
配
分
を
行
い
、
節
度
あ
る
財
政

運
営
を
は
か
り
ま
し
た
。
予
算
規
模

は
、
一
般
会
計
で
前
年
度
比
四
・
二

％
減
の
七
十
一
億
六
千
三
百
四
十
一

万
八
千
円
、
特
別
会
計
は
、
三
十
三

億
八
千
八
十
万
三
千
円
で
、
総
計
百

五
億
四
千
四
百
二
十
二
万
一
千
円
、

歳
出
面
で
は
、
公
債
費
を
は
じ
め
自

石
市
外
二
町
組
合
、
仙
南
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
の
義
務
的
経
費
が
伸

び
ま
し
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
投
資

的
経
費
を
極
度
に
切
り
詰
め
、
目
ぼ

し
い
新
規
事
業
を
計
上
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
事
は
誠
に
遺
憾
と
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
さ
い
財
政
事
情
を
十
分
に

考
慮
し
つ
つ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
防
ぎ
市
民
の
福
祉
の
向
上
、
市

勢
の
伸
展
を
力
強
く
推
進
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
申
し
述
べ
ま
し
た
本
市
の
き

び
し
い
行
財
政
事
情
を
踏
ま
え
、
順

を
追
っ
て
主
な
る
施
策
の
概
要
を
申

し
述
べ
ま
す
。

若
い
人
々
の
定
着

個
性
豊
か
な
白
石

　
　
　
　
　
　
を
目
指
し

　
私
は
、
常
に
地
方
の
時
代
に
相
応

し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
「
活
気
あ

る
ま
ち
」
　
「
個
性
豊
か
な
白
石
」
と

く
に
若
い
入
々
が
永
住
す
る
ま
ち
を

つ
く
り
た
い
と
念
願
し
、
職
住
近
接

こ
そ
理
想
の
ま
ち
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

地
場
産
業
の
育
成

　
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
に
は
、
地
場

産
業
の
振
興
と
近
代
企
業
の
誘
致
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
場
産
業
振
興
の
一
つ
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
「
う
ー
め
ん
の
館
」
を
計

画
し
、
や
が
て
開
館
い
た
し
ま
す
が
、

こ
れ
を
東
北
新
幹
線
白
石
蔵
王
駅
の

“
見
せ
場
”
と
し
、
こ
け
し
、
和
紙

と
と
も
に
地
場
産
業
の
振
興
発
展
に

役
立
た
せ
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク

ー
ル
が
創
始
さ
れ
て
こ
こ
に
二
十
五

周
年
を
迎
え
、
業
界
は
こ
ぞ
っ
て
販

路
を
海
外
に
求
め
る
べ
く
大
き
な
意

欲
を
示
し
て
諭
り
ま
す
の
で
本
市
と

い
た
し
て
も
積
極
的
に
協
力
い
た
す

所
存
で
お
り
ま
す
。

著
封

「
妻
華
妻
，
丁

翻

－
馨

懸，ー

麟
講
鱒
」
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農
　
林
　
業

　
次
に
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
申
し

述
べ
ま
す
が
、
本
市
の
農
業
は
、
三

年
続
き
の
異
常
な
気
象
災
害
に
加
え
、

十
八
号
台
風
を
ま
と
も
に
う
け
た
た

め
、
被
害
は
甚
大
で
あ
り
ま
し
た
。

市
は
、
昨
秋
来
救
農
施
策
を
推
進
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
更
に

指
導
機
関
、
農
協
等
の
協
力
を
求
め
、

土
壌
づ
く
り
、
小
規
模
圃
場
整
備
や

農
業
用
水
路
の
整
備
な
ど
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
体
質
の
強
化
を
は
か

り
、
ま
た
食
糧
自
給
率
の
向
上
に
努

め
、
足
腰
の
強
い
農
業
の
確
立
を
目

指
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
ま
た
昨
年
に
引
続
い
て

国
鉄
と
協
力
し
、
斎
川
、
越
河
両
地

区
の
水
枯
れ
問
題
解
決
の
た
め
灌
概

用
水
工
事
に
九
億
四
千
万
円
を
投
じ

推
進
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
畜
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
協

同
組
合
と
協
力
し
、
仔
牛
の
導
入
を

は
か
り
畜
産
経
営
安
定
向
上
を
図
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
千
六

百
万
円
を
投
入
し
、
市
行
造
林
、
林

道
開
設
、
林
業
構
造
改
善
事
業
を
推

進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
商
業
・
観
光

商
工
・
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、

一
部
前
段
に
お
い
て
申
し
述
べ
て
お

り
ま
す
が
、
商
店
街
の
活
性
化
、
ま
た

観
光
開
発
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
関
係
機
関
と
協
力
し
、
自
主
、

連
帯
の
も
と
に
積
極
的
に
施
策
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
保
健
と
医
療

　
次
に
保
健
と
医
療
に
つ
い
て
申
し

述
べ
ま
す
が
、
今
後
は
生
活
環
境
や

生
活
様
式
の
変
化
ま
た
は
、
高
齢
化
社

会
の
急
激
な
進
展
な
ど
に
よ
り
、
保

健
衛
生
、
医
療
へ
の
市
民
二
ー
ズ
は

一
層
の
高
ま
り
を
見
せ
て
く
る
の
は

必
然
で
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
守
る
と

い
う
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
啓
発
を

開
く
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、

同
時
に
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
診

断
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
と
く

に
老
人
保
健
法
の
施
行
の
趣
旨
を
充

分
に
踏
ま
え
、
医
療
機
関
と
協
力
し

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
努
め
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
、
本
年
四
月
よ
り
保
健
婦
も

三
名
補
充
し
七
名
と
し
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
（
七
人
）
と
密
接
に
連
携
を

と
り
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
資
本
の
充
実

　
次
に
社
会
資
本
の
充
実
に
つ
い
て

申
し
述
べ
ま
す
が
、
上
・
下
水
道
は
、

継
続
事
業
と
し
て
こ
れ
を
推
進
し
、

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
幹
線
工

事
費
一
億
一
千
万
円
、
枝
線
埋
設
工

事
に
一
億
二
千
万
円
を
投
資
い
た
し

ま
す
。

　
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
良
な

ら
び
に
災
害
復
旧
工
事
費
総
じ
て
二

億
九
千
万
円
、
ま
た
本
市
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
新
白
石
駅
前

西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
は
、

一
億
九
千
万
円
、
住
宅
建
設
事
業
と

し
て
、
一
億
六
千
万
円
を
投
じ
、
十

八
戸
分
の
市
営
住
宅
建
設
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
本
年
は
、
白
石
川
緑
地
事
業
を

積
極
的
に
促
進
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
　
文
教
施
設

　
次
に
文
教
施
設
に
つ
い
て
申
し
述

べ
ま
す
が
、
私
は
、
か
つ
て
山
本
有

三
先
生
の
不
朽
の
名
作
〃
米
百
俵
〃

を
読
み
感
銘
し
、
そ
の
思
想
に
共
鳴

い
た
し
ま
し
た
。

　
教
育
こ
そ
人
間
形
成
豊
か
な
地
域

づ
く
り
の
要
諦
で
あ
る
と
い
う
永
遠

の
思
想
に
基
づ
い
て
苦
し
い
長
岡
藩

の
財
政
事
情
の
中
か
ら
出
来
う
る
限

り
の
財
源
を
生
み
出
し
、
教
育
施
設

の
充
実
に
力
を
尽
し
た
執
念
に
胸
打

た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
仮
称
統
合
中
学
校
の
建
設

ま
た
老
朽
化
の
進
む
自
石
中
学
校
の

新
築
の
た
め
一
層
の
努
力
を
傾
注
い

た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
三
月
下
旬
に
は

給
食
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
し
、
市
内
十

六
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
は
完
全

給
食
の
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
よ
ろ

こ
ん
で
お
り
ま
す
。

　
た
だ
新
規
事
業
と
し
て
は
大
平
小

学
校
の
プ
ー
ル
建
設
の
み
で
誠
に
残

念
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
非
行
少
年
の
問
題
に
つ

い
て
一
言
ふ
れ
て
み
ま
す
と
、
最
近

“
失
せ
ゆ
く
家
庭
傷
見
え
ざ
る
父
”

が
非
行
少
年
を
生
む
大
き
な
原
因
と

さ
れ
て
お
り
、
家
庭
教
育
、
家
庭
の

し
つ
け
が
、
今
日
的
課
題
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
誠
に
そ
の
通
り
で

あ
り
ま
す
の
で
今
後
．
更
に
｝
層
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
行
政
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
問
題
に
対
決
す
べ
き

だ
と
存
じ
、
市
は
市
民
参
加
の
も
と

に
非
行
化
の
未
然
防
止
に
努
め
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。

　
　
市
制
施
行
三
十
年

　
　
の
記
念
行
事

　
本
年
は
、
本
市
に
と
り
誠
に
多
事

多
端
な
年
で
あ
り
ま
す
が
、
市
制
施

行
三
十
年
に
あ
た
り
記
念
す
べ
き
年

で
も
あ
り
ま
す
。
“
先
人
へ
の
感
情
”

“
明
日
へ
の
発
展
”
を
ね
が
い
、
市
民

参
加
の
も
と
に
記
念
行
事
を
催
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
国
立
青
少
年
野
外

　
活
動
施
設
の
促
進

　
市
の
財
政
事
情
は
、
か
つ
て
な
い

非
常
に
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、

私
は
、
“
朝
の
こ
な
い
夜
は
な
い
”
こ

と
を
確
信
し
、
懸
案
の
国
立
青
少
年

野
外
活
動
施
設
の
促
進
、
大
学
な
ら

び
に
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
誘
致
、

森
合
雁
狩
橋
線
立
体
交
差
事
業
の
推

進
、
国
道
二
三
号
線
「
郡
山
工
区
」

道
路
改
良
事
業
の
新
規
採
択
な
ど
の

諸
問
題
の
解
決
に
一
層
の
努
力
を
傾

注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
麟
　
　
燃

　
　
　
　
　
蕩
鞭

　
黍
。
｛
綴
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
欝
・
・
撚
　
職
嚢
　
騰

一　吻麟噺隅膨脚

撫｝螢
二il．脚難灘

　　　　，誘

　
以
上
、
昭
和
五
十
八
年
度
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
私
の
施
政
方
針
を
申

し
述
べ
ま
し
た
が
、
す
べ
て
私
の
力

の
み
で
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
議
員
各
位
を
は
じ
め
市

民
の
深
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
、

ご
支
援
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3



千
六
百
六
十
二
万
四
千
円
。

○
児
童
福
祉
関
係
で
は
、
児
童
手
当
、

乳
幼
児
及
び
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
金
一
億
一
千
百
三
十
二
万
一

千
円
、
保
育
園
・
児
童
館
の
管
理
運

営
費
七
千
九
百
十
五
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

4

総

務
　
費

農
林
水
産
業
費

地方交付税

1，995，000

L（27。8％）

600，353（8，4％）

239，000（3，3％）

241，222（3．4％）

　
　
8

入
引
円

　
3
，
子

歳
給
位

　
ろ
単

市　　　税

　1，832，840

（25．6％）

諸収入
　1，291，197

（18．0％）

O
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
及

び
公
立
刈
田
総
合
病
院
に
対
す
る
負

担
金
・
出
資
金
合
わ
せ
て
五
千
八
十

五
万
七
千
円
。

O
白
石
市
史
第
三
巻
発
行
経
費
、
市

税
過
誤
納
還
付
金
、
県
・
市
議
会
議
員

な
ど
の
選
挙
執
行
経
費
と
し
て
五
千

九
百
五
十
四
万
三
千
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

衛

生
　
費

民
　
生
　
費

　
国
に
お
い
て
は
、
歳
出
の
削
減
を

中
心
と
す
る
財
政
再
建
を
強
力
に
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
世
界

経
済
全
体
の
停
滞
に
よ
る
影
響
も
あ

っ
て
、
五
十
八
年
度
も
極
め
て
厳
し

い
財
政
事
情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
市
税
の
伸
び

悩
み
や
地
方
交
付
税
の
減
額
に
加
え
、

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
は
前
年
度
を

上
回
る
削
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
『
方
、
財
源
の
不
足
を
補
充
す
る

○
生
活
保
護
に
係
る
扶
助
費
二
億
四

千
八
百
七
十
三
万
七
千
円
、
精
神
薄

弱
者
の
施
設
入
所
援
護
費
及
び
福
祉

手
当
給
付
費
な
ど
に
一
億
一
千
五
百

三
十
万
九
千
円
の
ほ
か
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
乳
幼
児
医
療
費
に

対
し
一
千
三
百
三
十
四
万
七
千
円
の

繰
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

O
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
は
、
老
人

保
護
施
設
収
容
措
置
費
を
は
じ
め
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
な
ど
に
一
億
七

千
百
三
十
七
万
六
千
円
。

○
身
体
障
害
者
の
福
祉
対
策
と
し
て

は
、
施
設
収
容
援
護
費
、
更
生
医
療

・
補
装
具
給
付
費
な
ど
合
わ
せ
て
三

○
老
人
医
療
充
実
の
た
め
、
老
人
保

健
特
別
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
五
千

五
百
十
二
万
三
千
円
、
市
民
の
健
康

と
環
境
・
衛
生
対
策
経
費
と
し
て
七

千
六
百
五
十
万
六
干
円
の
ほ
か
、
仙

南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

二
億
一
千
三
百
十
九
万
九
千
円
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
　
働
　
費

O
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
及
び
働
く
婦

人
の
家
の
管
理
運
営
経
費
、
失
業
対

策
事
業
費
、
雇
用
促
進
事
業
団
宿
舎
，

入
居
者
の
駐
車
場
用
地
購
入
費
な
ど

合
せ
て
六
千
四
百
三
十
二
万
六
千
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
台
風
災
害
や
畜
産
団
地
造
成
、
転

作
水
田
整
備
な
ど
の
資
金
借
入
金
に

対
す
る
利
子
補
給
補
助
金
一
千
百
五

十
三
万
八
千
円
、
転
作
水
田
整
備
や

農
用
地
の
有
効
利
用
に
対
す
る
補
助

金
八
百
六
十
一
万
七
千
円
、
畜
産
業

の
振
興
の
た
め
、
草
地
開
発
整
備
事

業
費
一
千
五
百
六
十
一
万
四
千
円
の

ほ
か
、
溜
池
、
用
水
路
、
農
道
な
ど

農
業
施
設
の
整
備
に
四
千
三
百
四
十

万
五
千
円
、
小
原
地
区
の
地
籍
調
査

費
四
千
六
十
八
万
六
千
円
、
斎
川
地

区
の
東
北
新
幹
線
蔵
王
ト
ン
ネ
ル
渇

水
対
策
事
業
費
に
は
九
億
九
千
二
百

万
六
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
林
業
経
営
近
代
化
施
設
整
備
の
た

め
、
間
伐
促
進
、
造
林
、
林
道
開
設
、

林
業
構
造
改
善
な
ど
の
事
業
費
合
せ

て
九
千
四
百
八
十
四
万
一
千
円
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

商

工

費

○
今
年
で
二
十
五
回
目
を
迎
え
た
全

日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
、
全
日
本

乾
め
ん
ま
つ
り
事
業
に
四
百
五
十
万

円
、
商
工
会
議
所
や
観
光
協
会
の
運

58年度市の台所

衛
生
費

り一
も
の
と
し
て
借
入
れ
し
た
市
債
の
償

還
費
、
人
件
費
、
社
会
福
祉
関
係
経

費
は
増
え
続
け
て
お
り
、
収
支
の
均

衡
を
保
つ
こ
と
が
容
易
で
な
い
状
況

か
ら
、
既
定
経
費
な
ど
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
い
、
行
政
経
費
の
節
減
合

理
化
を
さ
ら
に
推
し
進
め
な
が
ら
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

営
費
補
助
金
六
百
五
十
万
の
ほ
か
、

卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
に
対
す
る

繰
出
金
及
び
春
・
夏
祭
り
補
助
金
と

し
て
三
千
三
百
九
十
三
万
八
千
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

土

　
　
　
　
q

億
九
千
五
百
二
十
二
万
六
千
円
、
白

石
沖
西
堀
線
街
路
事
業
に
二
千
百
四

十
三
万
四
千
円
を
計
上
し
て
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

予
備
費
　
6
8
7
万
6
干
円

災
害
復
旧
費
　
9
、
5
0
0
万
円

消
　
防
　
費

労
働
費
　
9
、
5
7
4
万
7
千
円

消
防
費
　
1
億
4
、
6
9
9
万
8
干
円

商
工
費
　
1
億
5
、
1
9
3
万
円

　
　
議
会
費
　
1
億
5
、
5
2
7
万
3
千
円

5
億
7
4
8
万
2
千
円

公
債
費
　
6
億
8
、
1
4
3
万
円

総
務
費
　
9
億
3
、
3
1
4
万
6
千
円

教
育
費
　
9
億
7
、
1
9
8
万
6
千
円

土
木
費
　
1
0
億
1
、
5
8
0
万
1
千
円

民
生
費
　
難
億
2
、
3
4
1
万
9
千
円

農
林
水
産
幾
費
　
1
2
億
7
、
8
3
3
万
円

億

13－

12－

11－

1∩一

s一

8
　
　
7
　
　
6
　
　
5
　
　
4

年
ネ
レ

○
非
常
備
消
防
費
、
消
防
施
設
費
そ

の
他
合
せ
て
六
千
百
六
十
万
円
、
仙

南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

と
し
て
八
千
五
百
三
十
九
万
八
千
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
施
設
修
繕
・
工
事
費
二
千
九

百
五
十
万
円
、
土
地
開
発
基
金
に
係

る
福
岡
小
学
校
他
二
校
の
用
地
購
入

費
三
千
四
百
六
十
一
万
七
千
円
。

○
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
の

教
育
費
負
担
金
と
し
て
三
百
三
十
三

万
九
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

道
路
・
橋
梁
・
河
川
の
維
持
費
三
千

百
八
十
九
万
三
千
円
、
市
道
十
五
路

線
の
改
良
、
舗
装
及
び
橋
梁
新
設
改

良
費
、
川
原
子
・
菊
面
石
線
の
道
路

改
良
工
事
な
ど
に
二
億
五
百
九
十
五

万
五
千
円
。

○
都
市
公
園
の
整
備
を
図
る
た
め
、

益
岡
公
園
の
修
景
、
園
路
、
管
理
棟

施
設
工
事
、
白
石
川
緑
地
事
業
な
ど

に
四
千
八
百
六
十
八
万
二
千
円
、
住

教
　
育
費

宅
対
策
と
し
て
は
、
公
営

住
宅
十
八
戸
の
建
設
費
［

億
六
千
七
万
五
千
円
が
計

上
さ
れ
た
ほ
か
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
工
事
費
、

公
債
費
に
は
一
億
一
千
七

百
八
十
二
万
五
千
円
が
繰

出
さ
れ
ま
す
。

O
都
市
計
画
事
業
と
し
て

は
、
新
幹
線
駅
前
西
地
区

の
区
画
道
路
、
街
路
、
整

地
工
事
費
な
ど
合
せ
て
一

○
大
平
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
費
三

千
四
百
六
十
一
万
七
千
円
、
各
小
中

災
害
復
旧
費

O
昨
年
九
月
の
台
風
災
害
に
よ
る
市

道
川
原
子
線
外
八
十
ヶ
所
の
災
害
復

旧
経
費
九
千
五
百
万
円
が
計
上
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
憐
密
義

一特別会計一…
〉国民健康保険特別会計

　　18億161万5千円

　　（前年比2，421万6干円の増）

〉簡易水道事業特別会計

　　1，481万4千円

　　（前年比153万4千円の増）

〉下水道事業特別会計

　　4億2，763万5千円

　　（前年比1億9，110万4千円の増）

〉地方卸売市場事業特別会計

　　4，005万7千円

　　（前年比499千円の増）

〉老人保健特別会計

　　10億9，668万2千円

　　（前年比10億407万婦円の増）

〉水道事業会計

収益的収入　2億4，343万1千円

収益的支出　2億6，858万7千円

資本的収入　　　　　　124万円

資本的支出　　　5，381万1千円
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水、

地方都市白石の産業と都市発展

　　　　方策に関する報告書をみる

　
先
月
号
に
引
き
続
き
「
地
方
都
市

白
石
の
産
業
と
都
市
発
展
方
策
に
関

す
る
報
告
書
」
の
概
要
を
み
て
み
ま

し
よ
う
o

第
三
章

白
石
の
発
展
方
策
は

　
報
告
書
に
は
、
水
、
時
、
人
の
流

れ
の
三
つ
の
流
れ
を
軸
に
ま
ち
づ
く

り
を
考
慮
し
た
ら
と
の
提
案
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
水
の
流
れ
」
は
、
白
石
川
か
ら

取
水
さ
れ
た
清
流
が
町
の
中
心
部
を

流
れ
て
お
り
、
益
岡
城
趾
を
中
心
と

し
た
内
堀
、
外
堀
は
清
ら
か
な
う
え
、

緑
が
マ
ッ
チ
し
て
大
変
美
し
い
こ
と
、

加
え
て
新
幹
線
、
東
北
自
動
車
道
な

ど
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
た
こ
と
で
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
方
策
を
推
し
進

め
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
「
時
の
流
れ
」
で
は
、
古
く
か
ら

街
道
の
宿
場
町
で
あ
る
時
代
の
流
れ

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
「
人
の
流
れ
」
に
お
い
て
は
、
人

の
流
れ
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、

人
の
交
流
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
町

づ
く
り
と
言
っ
た
も
の
が
提
案
さ
れ

て
お
り
こ
れ
ら
三
つ
の
流
れ
が
発
展

方
策
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
流
れ
を
具
体
的
に
施

策
面
か
ら
み
て
み
ま
し
ぷ
う
。

　
「
水
の
流
れ
」
を
み
る
と
、
産
業

面
で
は
ど
う
し
て
も
フ
リ
ー
な
人
々

を
大
切
に
し
、
商
業
、
観
光
に
つ
い

て
も
あ
る
程
度
、
景
観
上
の
整
備
を

は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
ク
リ
ー
ン
な
工
業
の
導

入
、
都
市
整
備
面
で
は
、
河
川
・
水

路
の
水
質
保
全
、
ま
た
緑
地
保
全
と

か
公
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
「
時
の
流
れ
」
で
は
、
産
業
界
の

動
向
ま
た
は
人
間
の
生
活
動
向
と
い

っ
た
も
の
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に
対
応

す
る
べ
く
産
業
需
要
充
足
型
の
育
成

を
進
め
る
よ
う
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
の
流
れ
」
で
は
、
文
化
的
要

素
を
取
り
入
れ
、
産
業
自
体
は
文
化

的
な
側
面
を
導
入
し
、
都
市
機
能
面

か
ら
は
、
大
学
の
誘
致
を
す
る
と
か
、

ま
た
他
の
地
域
と
の
交
流
に
よ
っ
て

住
民
の
意
識
を
高
め
る
と
い
っ
た
必

要
性
の
概
要
が
あ
り
ま
す
。

6

まちづくりのテーマ

ー「三つの流れ」に心のかけ橋を築こう

緑と清流を活かしたまちづくり

風土と歴史に根ざしたまちづくり

人々の交流の拠点となるまちづくり

　・水の流れ・

　・時の流れ・

　・人の流れ・

＼
　人

　
　
　
　
　
　
　
　
、
＼

　
　
　
　
　
　
＼
〕

・
f
△
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
准

　人　の、流・れ

・産業の文化化

・新農業

　（1．5次化、市民農

園、無公害農業etc）

。工業誘致運動

蒔の流れ
・地場産業振興

・域内需要充足型産業

の育成

。既存施設の高度利用

・意識変革

・文化産業

・流通機能の導入

・歴史的風土の保全

文教機能の充実

圏域の拡大

・うるおいのあるまち

づくり

・郷土資料館建設

　水σ〉流れ
。景観整備による商業

地

。観光地としての魅力

　アツプ

・クリーンな工業の導

入

・水質保全

・緑地保全

・公害のないまちづく

　り

・水の博物館

。白石川糸景士也

・野外レク施設

・医療・福祉機能の充

実

発的
　興

内
振

タト発　臼勺

振　　　興

産
業
振
興

の
復

　
修

存
　
全

既
保

新規創造

都
　
市
　
整
　
　
備

　
産
業
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
人
口

が
停
滞
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
雇

用
促
進
政
策
を
柱
と
す
る
提
言
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
経
済
・
産

業
界
の
動
向
を
み
る
と
高
度
成
長
期

は
、
工
場
誘
致
だ
け
に
た
よ
っ
て
い

た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
に
、

た
よ
る
こ
と
は
得
策
で
は
な
い
と
し
、

地
場
産
業
の
振
興
と
合
わ
せ
て
進
め

て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

雇
用
促
進
政
策
の
柱
の
提
案

ア
、
工
場
誘
致
…
…
直
接
的
人
口
増

　
　
加
に
結
び
つ
く
。

イ
、
地
場
産
業
…
…
農
業
・
工
業
・

　
　
観
光
な
ど
の
振
興
に
結
び
つ
く
。

ウ
、
域
内
需
要
充
足
産
業
…
…
商
業
、

辱
　
サ
ー
ビ
ス
な
ど
住
み
よ
い
ま
ち

　
　
づ
く
り
に
も
結
び
つ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
期
待
す
る
効
果

　
　
　
　
　
　
　
と
実
施
の
た
め
の

条
件
・
発
展
方
策
・
既
定
の
構
想
計

画
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
産
業
と
し
て
弱
体
で
あ
る
の
で
、

地
場
産
業
の
面
か
ら
力
を
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
農
家
生
活
の
安
定
、
た

と
え
ば
観
光
と
農
業
を
タ
イ
ア
ッ
プ

さ
せ
農
産
加
工
を
浸
透
さ
せ
る
な
ど
、

現
在
行
っ
て
い
る
複
合
経
営
を
さ
ら

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
雇
用
機
会
の
増

　
　
　
　
　
　
　
大
を
考
え
、
や
は

り
ク
リ
ー
ン
な
工
業
、
電
力
な
ど
消

費
量
の
少
な
い
も
の
、
大
気
汚
染
、

騒
音
の
結
び
つ
か
な
い
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
当
市
の
交
通
条
件
を
活
用
し
、

雇
用
吸
収
力
を
踏
ま
え
、
近
年
伸
び

が
高
い
産
業
月
電
気
、
精
密
機
械
な

ど
が
望
ま
れ
ま
す
。
現
在
、
各
地
で

要
請
の
強
い
高
度
な
加
工
組
立
型
工

業
の
導
入
に
当
っ
て
は
、
都
市
基
盤

整
備
、
都
市
機
能
整
備
の
充
実
を
計

り
、
誘
致
に
先
立
っ
て
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
あ
る
中
心

　
　
　
　
　
　
　
商
業
地
と
自
石
蔵

王
駅
周
辺
地
と
の
機
能
分
担
を
す
る

な
ど
、
在
来
駅
前
商
店
街
を
生
活
関

連
と
す
る
と
、
白
石
蔵
王
駅
周
辺
は

広
域
的
な
客
を
相
手
に
し
、
観
光
、

業
務
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
両
駅
の
性
格
を
踏
ま
え

適
正
な
機
能
分
担
を
進
め
る
た
め
都

市
計
画
上
、
両
地
区
を
明
確
に
位
置

づ
け
て
、
速
や
か
に
都
市
計
画
道
路

森
合
雁
狩
橋
線
等
の
基
盤
整
備
を
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
雇
用
機

　
　
　
　
　
　
　
会
の
創
出
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
若
年
層
を
吸
収
し
て

行
き
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
金

を
か
け
な
い
で
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、

た
と
え
ば
ミ
ニ
観
光
案
内
所
、
一
般

商
店
が
観
光
客
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
な
ど
ま
た
観
光
資
源
を
フ
ル

に
活
用
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
広
域

観
光
や
他
地
域
に
な
い
も
の
を
造
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
都
市
機
能
を
活

用
す
る
点
で
は
、
商
業
娯
楽
施
設
と

か
、
市
民
の
た
め
で
も
あ
り
な
が
ら

外
来
客
に
も
楽
し
み
を
与
え
る
も
の

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
具
体
的

な
町
づ
く
り
で
は
、
新
し
い
都
市
観

光
の
一
つ
の
目
玉
と
し
て
町
並
み
を

き
れ
い
に
し
て
行
く
な
ど
市
民
運
動

と
し
て
取
り
組
む
よ
う
提
言
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
度
成
長
期
の

　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
基
盤
整

備
型
の
開
発
整
備
と
い
っ
た
も
の
か

ら
き
め
細
い
「
住
民
も
参
加
し
得
る

町
づ
く
り
」
　
「
自
然
と
の
触
れ
合
い

の
場
」
　
「
美
し
い
都
市
景
観
」
　
「
魅

力
あ
る
町
並
み
」
　
「
親
し
み
の
も
て

る
空
間
」
と
い
う
も
の
を
造
っ
て
行

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
都
市
整
備
の

具
体
的
展
開
で
は
、
臼
石
の
都
市
像

を
具
体
的
に
設
定
し
て
い
く
こ
と
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
・
、

実
現
に
向
け
て

　
調
査
報
告
書
は
、
基
本
的
な
考
え

方
を
示
し
て
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
住
民
参
加
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
面
、
白
石
で
行
う
べ
き
こ
と
は
、

今
後
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

重
要
な
条
件
と
な
る
住
民
参
加
方
式

の
導
入
で
あ
り
ま
す
。
さ
し
あ
た
り

国
土
利
用
計
画
法
の
白
石
市
の
計
画

を
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
市
街
地
内
部
の
用
途

地
域
や
都
市
施
設
を
見
直
す
な
ど
提

言
し
て
い
ま
す
。

　
当
市
の
南
蔵
王
山
麓
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
八
回
日
本
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
は
一
大
行
事
で
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
を
き
っ
か
け
に
連
続
的
に

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
か
、
た
と
え
ば

音
楽
祭
を
や
る
な
ど
、
絶
や
さ
ず
に
行

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
せ
っ
か
く
訪
れ
た
人
に
対
し

て
も
好
感
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
や
は
り
人
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

そ
の
上
、
白
石
周
辺
観
光
地
施
設
に

通
じ
る
ル
ー
ト
整
備
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
と
め
に
報
告
書
は
、
町
の
現
状

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
問

題
が
あ
る
か
、
解
決
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
市
民
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
方
法
、
そ
れ
か
ら
理

解
し
て
い
た
だ
く
な
ど
実
現
に
向
け

て
動
き
出
す
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
に
つ

い
て
住
民
参
加
の
必
要
性
を
提
言
し

て
お
り
ま
す
。

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

第
一
ス
テ
ッ
プ

第
ニ
ス
テ
ッ
プ

第
三
ス
テ
ッ
プ

第
四
ス
テ
ッ
プ

第
五
ス
テ
ッ
プ

第
六
ス
テ
ッ
プ

第
七
ス
テ
ッ
プ

第
八
ス
テ
ッ
プ

第
九
ス
テ
ッ
プ

関
心
を
持
つ

知
る

意
見
を
述
べ
る

意
見
を
交
換
す
る

審
議
す
る

討
議
す
る

立
案
す
る

決
定
す
る

実
行
す
る

住
民
参
加
の
ス
テ
ッ
プ

次
の
よ
う
な
段
階
的
対
応
が
必
要

第
四
章

他
都
市
に
学
ぶ

　
今
後
、
白
石
で
行
う
べ
き
こ
と
は
、

自
石
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
変

遷
を
踏
ま
え
て
進
め
、
市
民
が
み
ず

か
ら
の
手
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
と
い
う
姿
勢
を
も
つ
こ
と
が
き

わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
白
石
の
特
性
を
踏
ま
え
、
白
石
と

類
似
す
る
要
素
、
条
件
を
も
つ
都
市

の
ま
ち
づ
く
り
や
変
容
ぶ
り
を
具
体

的
に
観
光
の
振
興
、
地
場
産
業
の
振

興
、
そ
の
他
ま
ち
づ
く
り
の
三
つ
に

関
し
て
参
考
資
料
を
あ
げ
紹
介
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

※
報
告
書
を
貸
出
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
、
秘
書
企
画
課
企
画

係
ま
で
ど
う
ぞ
。
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僧めよ喰四由4月10日

4月24日

県議会議員投票日

市議会議員投票日

　
県
議
会
議
員
選
挙
、
市
議
会
議
員

選
挙
は
、
地
方
自
治
を
実
際
に
運
営

し
て
い
く
上
で
の
一
番
身
近
か
な
選

挙
で
あ
り
ま
す
。
投
票
日
に
は
必
ず

投
票
し
て
、
あ
す
の
郷
土
づ
く
り
の

た
め
に
、
み
な
さ
ん
で
正
し
い
一
票

を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　
宮
城
県
議
会
議
員
選
挙
は

　
三
月
二
十
九
日
－
告
示

　
四
月
十
日
　
　
　
　
投
票
日

と
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
議
員
選
挙
は

　
四
月
十
四
日
　
　
　
告
示

　
四
月
二
十
四
日
－
投
票
日

と
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
白
石
市
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
各
世
帯
に
「
選
挙
公
報
」
が
配

布
さ
れ
ま
す
。

投
票
の
で
き
る
人

※
投
票
の
で
き
な
い
人

一
、
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
投

　
票
で
き
る
人

m
　
昭
和
三
十
八
年
四
月
十
一
日
ま

　
で
に
生
れ
た
人

⑫
　
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
七

　
日
ま
で
に
転
入
届
の
手
続
き
を
済

　
ま
せ
て
引
続
き
白
石
市
に
住
ん
で

　
い
る
人
　
　
　
　
　
唯

※
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
の
前

日
ま
で
に
県
外
に
転
出
し
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

二
、
白
石
市
議
会
議
員
選
挙

m
　
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
五
日

　
ま
で
生
れ
た
人
。

捌
　
昭
和
五
十
八
年
一
月
十
二
日
ま

　
で
転
入
届
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

　
引
続
き
白
石
市
に
住
ん
で
い
る
人
。

※
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
の
前
日

ま
で
に
臼
石
市
以
外
に
転
出
し
た
人

は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
を
す
る
た
め
に
は
、

投
票
日
に
選
挙
人
が
自
分
で
投
票
所

に
行
っ
て
、
投
票
で
き
な
い
理
由
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
理
由
は
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ

か
一
つ
に
該
当
し
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
　
投
票
日
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　
さ
れ
て
い
る
投
票
区
の
区
域
外
で

　
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
で
あ

　
る
場
合
。

　
ま
た
は
事
故
の
た
め
、
臼
石
市
の

区
域
外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中

　
で
あ
る
場
合
。

二
、
選
挙
人
が
や
む
を
え
な
い
用
務

三
、
選
挙
人
が
病
気
、
負
傷
、
妊
娠

　
の
た
め
、
歩
く
こ
と
が
困
難
な
場

　
合
（
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定

　
さ
れ
た
病
院
に
入
院
中
の
人
）
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
次
の
よ
う
な
重
度
の
障
害

の
あ
る
人
は
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
（
在
宅
投
票
）

　
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
等

　
の
障
害
の
程
度
が
一
級
も
し
く
は

　
二
級
、
心
臓
の
障
害
に
あ
っ
て
は

　
一
級
も
し
く
は
三
級
ま
で
で
あ
る

　
も
の
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

二
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
等
の

　
障
害
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
二

　
項
症
、
心
臓
等
の
障
害
に
あ
っ
て

　
は
、
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま

　
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

　
る
人
。

　
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。代

理
投
票

　
選
挙
人
が
何
ん
ら
か
の
都
合
で
、

候
補
者
の
氏
名
を
自
書
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
代
理
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
代
理
投
票
と
は
、
そ
の
選
挙
人
に

代
っ
て
代
理
者
が
投
票
す
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
選
挙
人
が
直
接
投
票

所
に
出
向
き
、
代
理
投
票
を
申
し
出

る
こ
と
、
代
理
投
票
補
助
者
が
代
っ

て
書
い
て
く
れ
ま
す
。

　
無
理
に
書
い
て
も
無
効
の
判
定
を

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に

こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
一
部
変
更

　
今
回
の
選
挙
か
ら
次
の
と
こ
ろ
の

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
。

　
白
石
第
四
投
票
所
が
、
従
来
の
寿

山
集
会
所
か
ら
鷹
巣
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
白
石
第
五
投
票
所
が
、
従
来
の
本

郷
第
一
集
会
所
か
ら
、
白
石
市
中
央

公
民
館
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
白
川
第
三
投
票
所
が
、
従
来
の
白

川
小
学
校
か
ら
白
川
四
区
集
会
所
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
入
場
券
は
、
棄
権
防
止
と

投
票
所
で
の
整
理
の
方
法
や
選
挙
人

を
確
認
す
る
手
段
と
し
て
発
行
し
て

い
ま
す
。
入
場
券
を
忘
れ
て
も
選
挙

人
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
そ

の
投
票
区
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。　

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
各
出
張
所
、

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

飛r、

8

醸書

トピックスー

擁識霧沸．1
麟勢蟻］撫膿鎌，

籔難鵜一韓
第2回公民館まつり
　　　　　　　　　　　　　　O一中央公民館

　去る3月3日から6日の4日間、中央公民館におい

て第2回公民館まっりが繰り広げられました。3日に

は郷土芸能の坂谷神楽やジャズダンス発表、扇谷正造

氏（社会評論家）を招いた記念講演が繰り広げられ初

日からにぎやかなまつりになりました。4日には、カ

ラオケ大会、5日の催しは親子映画会、最終日の6日

は家庭バレーボール大会など行われました。関連記事

17ページに掲載。

健康優良児、生徒の表彰式

　　　　　　　O一白石刈田学校保健会
3月15日・中央公民館大ホールにおいて市内小中学

1交の児童12名、生徒7名の健康優良を称える表彰式が

庁われました。式典では、銭谷喜四男会長より表彰状

と記念晶が児童らに送られました。健康優良児童、生

鱒

馨
　
繍

　
　
　
　
野

雛霧

警
　
　
　
　
重
、
、

欝灘．

　
　
　
　
　
の

公
徒
典
に
す

央
生
式
ら
で

　3月15日、中虫

校の児童12名、生

行われました。試

と記念晶が児童ら

徒は次のとおりで

幸
〆

・
　
噸
・

警～

ヂ
、

’
尊

柵
徴
牌
鴛
，
舗

』襲

綜
　
　
’

　
　
勤
4
糧

　
　
；
蝋
掻
．

亙
、

遜義

事故防止の黄色いハンカチ贈

　　　　　　　　　　　　O一白石第一小学校

　3月16日、新入学児童の事故防止を呼びかけた黄色

いハンカチ617枚が、市内10の小学校に配布されまし

た。配布には、黄色いハンカチを作成した地区安全協

会自石支部（支部長鈴木恒秋さん）や交通安全母の会

（会長百瀬和子さん）の代表者らが携わりました。白

一小では、同代表者から遠藤善高校長に事故防止に役

立ててくださいと黄色いハンカチ（標語rいそいでも

きちんとみます　みぎひだり」の印刷がされている）

173枚が手渡されました。

讐『塑、、露〆謂驚雛霧i，r勢凝

う一めんの館起工式
　　　　　　　　　　　　　　　O一白石蔵王駅

　新幹線白石蔵王駅舎北側の高架下に建設が決定して

いた「う一めんの館」起工式が、去る7日行われまし

た。国鉄より300㎡の敷地を無償で借り、総工費約7，

000万円・館内には、等身大の人形12体を配置、う一め

んの製造工程や全日本こけしコンクールの入賞作品、

和紙などを展示します。新幹線時代の観光のシンボル

や白石の歴史・伝統として7月初めにオープン予定に

なっております。

家
庭
か
ら
出
す
ご
み
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
〃
”

　
私
た
ち
は
、
快
適
で
文
化
的
な

生
活
を
営
む
た
め
に
毎
日
た
く
さ

ん
の
品
物
を
消
費
し
、
ご
み
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
み
は

私
た
ち
の
生
活
の
場
か
ら
仙
南
地

域
広
域
行
政
事
務
組
合
白
石
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
手
で
適
切
に
処
分
さ

れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
は

そ
の
量
も
増
え
種
類
も
複
雑
多
様

化
し
た
た
め
、
処
理
に
要
す
る
費

用
も
飛
躍
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
増

え
続
け
て
き
た
ご
み
の
中
に
は
私

た
ち
の
努
力
で
減
ら
せ
る
も
の
が

ず
い
ぶ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。
か
つ

て
過
剰
包
装
の
抑
制
が
叫
ば
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
再

び
無
駄
な
ご
み
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
古
新
聞
、
古
雑
誌
や
空
か
ん
等

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の

が
安
易
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
源
を
大
切
に
し
、
少
し
で
も
ご

み
を
減
ら
す
よ
う
私
た
ち
ひ
と
り

ひ
と
り
が
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
厨
芥
類
も
ご
み
の
中
で

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
生
活
ご
み
は
、
欧
米
諸
国

に
比
ぺ
水
分
が
多
く
最
近
は
50
％

の
水
分
を
含
ん
で
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
十
分
な
水
切
り
を
し
て
か
ら
、
ご

み
を
出
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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新
学
期
も
も
う
す
ぐ
。
ど
の
ご
家

庭
で
も
、
希
望
に
胸
ふ
く
ら
む
季
節

で
す
ね
。
し
か
し
、
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
が
交
通
事
故
で
す
。

　
と
り
わ
け
新
入
学
を
迎
え
る
子
供

た
ち
は
、
通
学
し
は
じ
め
る
と
と
も
に
、

行
動
範
囲
は
ぐ
ん
と
広
が
り
ま
す
。

新入学児童の交通安全

ll㎜
脚
目

し
か
し
子
供
の
場
合
、
新
し
い
環
境

へ
の
適
応
力
が
な
か
な
か
伴
い
ま
せ

ん
。

　
そ
の
た
め
に
、
こ
の
時
期
は
新
入

学
児
童
の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
入
学
を
前
に
、
ご
家
庭
で
ぜ
ひ

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

お
子
さ
ん
と
具
体
的
な
話
し
合
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。

團
お
母
さ
ん

　
新
学
期
を
迎
え
て
、
ま
ず
お
母
さ

ん
に
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
点
を

挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
▼
登
校
時
間
に
余
裕
を
持
た
せ

　
ま
し
よ
う

　
入
学
当
初
の
子
供
は
、
新
し
い
環

境
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
神
経

を
使
い
、
疲
れ
て
い
ま
す
。
睡
眠
不

足
で
朝
寝
坊
を
し
な
い
よ
う
、
夜
は

早
め
に
寝
か
せ
、
朝
は
登
校
時
間
に

余
裕
を
持
た
せ
て
送
り
出
す
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

　
▼
明
日
の
準
備
は
、
寝
る
前
に

　
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
忘
れ
物
を
し
た
た
め
、
途
中
で
あ

わ
て
て
取
り
に
帰
る
道
で
、
事
故
に

遭
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
夜
、

寝
る
前
に
翌
日
の
準
備
を
さ
せ
、
忘

れ
物
が
な
い
か
ど
う
か
を
点
検
す
る

習
慣
を
、
ふ
だ
ん
か
ら
身
に
着
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　
▼
出
か
け
る
間
際
に
、
し
か
ら

　
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
し
か
ら
れ
る
と
、
子
供
は
そ
の
こ

と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
。
周
囲
の
状
況

が
目
に
入
ら
な
く
な
り
、
思
い
が
け

な
い
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
子

供
が
家
を
出
る
時
は
笑
顔
で
「
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
声
を
か
け
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。 気

を
付
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　
▼
通
学
路
を
歩
く
よ
う
に
徹
底

　
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
入
学
前
に
、
子
供
と
指
定
さ
れ
た

通
学
路
を
歩
き
、
横
断
歩
道
の
正
し

い
渡
り
方
、
信
号
の
見
方
、
標
識
の

意
味
な
ど
を
勉
強
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
▼
下
校
時
は
道
草
を
さ
せ
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
下
校
時
は
、
勉
強
が
終
わ
っ
た
解

放
感
も
あ
り
道
草
を
し
が
ち
で
す
。

そ
ん
な
と
き
交
通
事
故
が
起
こ
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
学
校
が
終
わ

っ
た
ら
、
ま
っ
す
ぐ
家
に
帰
る
習
慣

を
着
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

卿
　
▽

ゴ『P曳｝

4．r議
一旛旧願■闇

、・二　　嘘

き、

，
　
㌔
卜
［

畷
曳7

・

　
▼
雨
の
日
は
身
軽
で
明
る
い
服

　
装
を
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
雨
の
日
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
界
が

悪
く
な
り
、
黒
や
グ
レ
ー
な
ど
の
衣

服
で
は
目
立
ち
ま
せ
ん
。
自
や
黄
色

な
ど
の
明
る
い
色
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
子
供
の
行
動
特
性
を
知
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
を
防
ご
う

　
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
に
は
、
　
㎜
と
い
う
よ
う
に
、
子
供
は
一
つ
㎜

ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
一
人
の
注
意
と
協
　
…
の
こ
と
に
気
が
向
く
と
、
周
り
…

力
繍
薦
群
慰
つ
鶏
耀
私
終
鱗

て
く
だ
さ
い
。
子
供
に
は
次
の
よ
う
　
…
車
は
必
ず
止
ま
る
と
い
う
よ
う
㎜

な
特
性
が
あ
り
ま
す
．
運
転
中
子
…
に
、
物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
…

供
の
姿
を
見
か
け
た
ら
、
十
分
ご
注
　
…
で
き
ま
せ
ん
。

意
を
。

…
．
、
〈
子
供
の
行
動
特
性
〉
…
…
・
…
㎡
　
　
そ
こ
で
、
次
の
こ
と
に
、
ぜ
ひ
注

…
ボ
ル
が
道
路
に
転
が
晶
す
㎜
音
心
し
て
く
だ
さ
い
．

｝
と
、
つ
い
走
り
出
し
て
し
ま
う
｝
　
▼
住
宅
地
や
裏
通
り
で
は
、
子
供
の

　
ま
た
、
で
き
る
だ
け
物
を
持
た
せ

な
い
よ
う
に
。
持
ち
物
が
負
担
に
な

っ
て
、
周
囲
に
対
す
る
注
意
力
が
散

漫
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
▼
物
陰
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
注

　
意
し
ま
し
ょ
う

　
子
供
は
物
陰
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き

で
す
。
特
に
停
車
し
て
い
る
車
の
陰

で
遊
ば
な
い
よ
う
に
、
よ
く
言
い
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
不
意
に
飛
び
出

す
と
大
変
危
険
で
す
。

　
子
供
は
、
大
人
や
年
上
の
子
の
ま

ね
を
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
る
た
め
に
は
、

ふ
だ
ん
か
ら
母
親
が
良
い
お
手
本
と

な
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
、
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

大
き
な
力
と
な
る
の
で
す
。

飛
び
出
し
が
多
い
の
で
、
ス
ピ
ー
ド

は
控
え
め
に
、
子
供
の
交
通
事
故
で

↓
番
多
い
の
が
、
こ
の
“
飛
び
出
し
”

な
の
で
す
。

▼
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
で
は
細
心
の

注
意
を
払
い
、
通
園
バ
ス
な
ど
の
そ

ば
を
通
り
抜
け
る
と
き
は
、
必
ず
徐

行
し
て
安
全
確
認
を
。

▼
車
を
発
進
さ
せ
た
り
、
後
退
す
る

と
き
は
、
周
囲
に
子
供
が
い
な
い
か

ど
う
か
再
確
認
を
。

▼
左
折
す
る
と
き
は
、
左
側
に
自
転

車
に
乗
っ
た
子
供
や
歩
行
者
が
い
な

い
か
確
認
を
。

ノ0

重
十
八
年
度
第
“
一
．
回

≒
畜
”
犬
后
｝
と

、
予
防
搬
種

　
犬
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
、
狂
犬

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い

て
「
犬
鑑
札
」
と
「
注
射
済
」
の
二

つ
の
鑑
札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
市
役
所
へ
の
飼
い
犬
の
登
録
は
、

血
統
書
な
ど
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

生
後
三
ヵ
月
以
上
の
す
べ
て
の
犬
で

す
。
手
続
き
が
済
む
と
、
鑑
札
（
登

録
票
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
首
輪
な
ど
に
つ
け
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対

す
る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
蒼
又
Y
。
ム
苫
蒼
蒼
蒼
・
ム
苫
昼
昊
Y
蒼
蒼
蒼

予
防
接
種
の
受
け
方

　
畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋

の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
防
接

種
を
受
け
る
と
保
健
所
か
ら
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も

登
録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
料
金
　
三
干
七
百
円
（
登
録
料
一

　
頭
に
つ
き
二
千
百
円
、
注
射
料
一

　
頭
に
つ
き
千
六
百
円
）
。

▼
期
間
中
に
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
場
合
　
獣
医
師
が

　
戸
別
に
訪
問
し
て
注
射
す
る
場
合

は
料
金
の
外
に
二
千
五
百
円
、
ま

た
獣
医
師
宅
に
直
接
出
向
く
場
合

は
料
金
の
外
に
千
五
百
円
を
負
担

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鑑
札
を
受
け
て
い
な
い
場
合

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
付
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取

り
締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非

常
に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
　
万

一
の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の

鑑
札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
果
し
ま

し
よ
》
フ
Q

　
な
お
、
犬
の
死
亡
お
よ
び
所
有
権

を
放
棄
す
る
場
合
は
、
必
ず
衛
生
課

や
出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

犬の登録及び狂犬病予防注射実施日程表

備考
昭和57年度

第2回1秋1

の登録数

　　　願1

　　330

獣医師

笹谷源二郎

332費子斎藤

139笹谷源二郎

　　実施時間

　9：00～10：10

10：20～11：30

12：30～13：30

13；40～14：10

　8＝50～9120

　9：30～10：30

10：40～11＝00

11：10～11：40

工3：00～13：20

13：30～14：20

　9：00～9：20

　9：40～　9：50

10：00～10：10

10：30～10：40

10：40～10＝50

11：00～11＝30

13＝00～13：20

13二30～14：00

225好斎藤

135

　　　257

122

笹谷源二郎

76保科善久

111

225

114

好斎藤

　9：00～9：20

　9：30～　9：50

10：10～11：00

11：10～11：40

13二〇〇～13：20

13：30～13：50

14：00～14：20

　9：00～9：50

10：00～10：40

11＝00～11：40

13：00～13二30

13：40～14：10

　9：00～　9：30

　9：40～10：20

　9：00～9：30

　9140～10：00

10二20～10：30

10：50～11：20

11：30～11：40

13：00～13：40

13：50～14＝10

図書館前

田町会館前

中央公園内

中央公民館前

郡山観音崎土地整理公園前

寿山集会所前

鷹の巣菊地忠四郎宅前

八幡神社前

福岡滝ノ下会館前

上原集会所前

川原子停留所前

不忘研修センター前

岡部捨雄宅前

下ノ集乳所前

三住元開拓農協前

西区上集会所前

深谷公民館前

北区木須商店前

東区平林商店前

福岡分室前

八宮生活センター前

大網担い手センター前

弥治郎集会所前

鎌先消防詰所前

大平分室前

大平5区集会所前

越河駅前広場

ク公民館前

〃部落集会所前

曜月日地区

月4，11

火12

白

石

水13

木14

福

岡

金15

大
平
　
　
越
河

106笹谷源二郎

　9：30～　9140

　9：50～10：00

10：10～10：20

10：30～10：50

11＝00～11＝30

13；00～13：20

13：30～13：40

13＝50～14：10

中斎川集会所前

斎川公民館前

大鷹沢公民館前

中ノ内集会所前

耳取停留所前

犬卒都婆集会所前

津田小野商店前

臼川公民館前

内親センター前

上戸沢公会堂前

下戸沢　　〃

冷清水　　〃

木村商店スタンド前

小原公民館前

新町停留所前

石　屋　前

小原温泉かっらや前

土16斎
川

月18

大
鷹
沢

・
日

月1

火19

ノ1・

原

”



　
　
　
　
　
日
腕
つ
A
．
年
で
一
二
＋
五
回
を
迎
え
る
婦
人

　
　
　
　
　
1
6
　
そ
週
間
は
、
昭
和
二
±
年
四
月
＋
日

　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
、
　
　
　
に
、
婦
人
が
初
め
て
選
挙
に
参
加
し

　
　
　
　
　
日
を
カ
　
た
日
を
記
念
し
て
・
昭
和
二
＋
四
年

問
－
o
声
生
　
こ
設
け
ら
れ
ま
し
た
・

　
週
　
月
　
　
　
こ
　
　
ー
、

鰍
4
黎
連
雑
鰻
霧
一
輌

　
　
　
　
　
　
　
　
婦
社
後
に
控
・
て
よ
謹
層
の
啓
発
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
が
展
開
さ
れ
ま
す

　
“
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
の
共
　
　
さ
て
、
今
年
の
「
婦
人
週
問
」
の

同
参
加
　
　
国
連
婦
人
の
十
年
の
目
　
テ
ー
マ
は
次
の
二
項
目
で
す
。

標
「
平
等
・
発
展
・
平
和
」
を
め
ざ
▼
社
会
生
活
に
お
け
る
諸
活
動
の
政

し
て
　
　
”
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
も
　
　
策
・
方
針
の
決
定
に
、
婦
入
の
意

「
婦
入
週
間
」
が
四
月
十
日
か
ら
始
　
　
見
を
さ
ら
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う

ま
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
活
動
や
職
場
な
ど
で
政
策
や

』
薗
愚
・
譲
、
喋
所
咳
．
κ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
材
料
】
　
（
五
人
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
㎜
9
、
人
参
3
0
9
、
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ギ
3
0
9
、
豚
ひ
き
肉
4
0
9
、
即
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
叩
　
　
カ
レ
ー
の
素
、
牛
乳
㎜
㏄
、
ニ
ン
ニ

◎
豊
　
馳
㍗
痢
懸
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
豚
ひ
き
肉
は
、
し
ょ
う
油
、
お
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ニ
ン
ニ
ク
、
お
ろ
し
生
姜
、
サ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
油
に
一
晩
つ
け
こ
ん
で
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
人
参
、
玉
ネ
ギ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱
切
り
に
し
野
菜
が
ヒ
タ
ヒ
タ
に

を
た
っ
ぷ
り
と
入
れ
る
。

し
ニ
ン
ニ
ク
、
ウ
ス
タ
ー
ソ

、
チ
リ
ソ
ー
ス
、
砂
糖
を
入

。
チ
ー
ズ
、
カ
レ
ー
の
素
は

で
入
れ
る
。

は
、
バ
タ
ー
を
入
れ
、
火
を

る
。
　
（
バ
タ
ー
を
入
れ
て
か

風
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

煮
込
ま
な
い
二
と
。
）

のら止最刻れ1お牛れ①でな
ではめ後んるスろ乳るの煮る

　　　　⑥　　　　　　　　　⑤④　③

　　　　　　　　　　　　。肉る位
を
ス
プ
ー
ン
で
す
く
い
入

の
水
で
柔
ら
か
く
な
る
ま

と
も
す
れ
ば
男
性
の
意
見
が
尊
重
さ

れ
が
ち
で
す
。
婦
人
の
社
会
参
加
を

よ
り
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

婦
人
の
意
見
や
経
験
が
よ
り
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
家
庭
生
活
へ
の
男
性
の
理
解
と
関

　
心
を
さ
ら
に
高
め
ま
し
ょ
う

　
家
事
、
子
供
の
教
育
、
家
計
な
ど

家
庭
に
お
け
る
役
割
が
、
女
性
だ
け

の
も
の
と
な
っ
て
は
い
な
い
か
、
も

う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
お
互
い

の
個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
夫
と
妻
が
協
力
し
て
、
男

女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
に
と
ら
わ

れ
な
い
家
庭
生
活
の
在
り
方
を
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

消費生活モニター調査結果 調査日：昭和58年3月1日　白石市

・
㎜ 名

1．砂 糖

2．しょう油

3．天ぷら油

4．小　麦　粉

5．食　パ　ン

6．マーガリン

7．牛 し瀞子

8．バ　 タ

9．　ティツシュペーパー

10，ラ　ッ　プ

11．灯 油

12．プロパンガス

13．カレーライス

14．理髪料
15．パーマネント料

銘柄　　規格

上白糖　　1kg
本醸造　　　一級　ミロ
1．8珍　　（びん代込み）

1，650g（1．84）びん入り

薄　力　粉　1kg

並　食　　1　斤

カルトン入りソフト225g

紙容器入り　　1，000cc

カルトン入り　225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm　長さ20m

1．84　　（配達料込み）

10㎡

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカッ
　　ト及びセット含む）

最高値：

300円

450

600

220

160

215

260

398

158

248

1，700

5，200

450

1，500

5，500

最低値

238円

418

530

185

130

148

208

350

140

138

1，620

4，800

350

1，200

4，500

平均値

271円

444

558

198

141

194

230

373

149

188

1，666

5，027

414

1，350

5，057

前月平均価格

272円

457

561

198

141

195

227

366

148

197

1，685

5，027

414

1，350

5，057

対前月価絡此

　　％△0．4

△2．8

△0，5

△0．5

1．3

1．9

0．7

△4．6

△1，1

備 考

上昇品目：牛乳、バタ

　ー、ティッシュペー
　ノぐ一

下降品目：砂糖、しょ

　う油、天ぷら油、マ

　ーガリン、　ラップ、

　灯油

横ばい品目：小麦粉、

　食パン、プロパンガ

　ス、カレーライス、

　小学生調髪、パーマ

　ネント料

ノ3

⑱甲状線外来開設粛
公立刈田綜合病院外科伊勢重男氏

　皆さんは「ノドボトケ」のあた

りが腫れているのに気付いたら、

どう、慰いますか？何かよくわから

ないけれど、とにかく「できもの」

だから恐ろしくて病院に行けない、

という方もいることでしょう。あ

るいは、のどが腫れたということ

で耳鼻科に行く方もあるかも知れ

ません。外科は切られることがあ

るから、内科へ行ってみるという

気持ちの方もいるはずです。手足

が腫れているというと、10入のう

ち8人までは外科、整形外科を訪

れるのですが、面自いことに、く

びの腫れは内科へ行く人と外科へ

行く人とが五分五分のようです。

　「ノドボトケ」のあたりが腫れ

る原因はいろいろあります。皆さ

んはバセドウ（氏）病という有名な

病気をご存知でしょう。バセドウ病

は、甲状腺という臓器が腫れてい

ろいろな症状が出てくる病気です。

　甲状腺はちょうどノドボトケの

すぐ下にある蝶のような形をした

器官で、そこから甲状腺ホルモン

が血中に分泌されます。そのホル

モンは人体のエネルギー代謝を促

進する作用をもっていて、非常に

大切なホルモンの一っであります。

　一般の方々は、甲状腺の病気は

あまり聞いたことがないと思いま

す。今でも医師の間でさえ、甲状

腺の病気は何か特殊で珍らしいも

のと考えられがちです。しかし、

ある県で、全住民の80％について

熱心に甲状腺の集団検診を行った

ところ、女は5％、男は1％くら

い甲状腺が腫れていることが判明

し、甲状腺腫を持っている人は予

想外に多いことがわかってきまし

た。その中には治療を受ける必要

があるにもかかわらず、気付かず

にいた人もずいぶんいた訳です。

　さて甲状腺の病気といってもい

ろいろありますが、①薬で治る病

気と②手術を必要とするできもの

（腫瘍）の二つに分けられます。

腫瘍は良性のものが大部分ですが、

　　　　　　　　がん中には悪性のもの（癌）も含まれ

ています。腫瘍は良性悪1生どちら

にせよ、手術で取ってしまうのが

最良の治療ということになってい

ます。　「のどのコブが癌といわれ

るのが恐ろしい」といって、なか

なか病院に行きたがらない方もい

ることでしょう。しかし幸いなこ
　　　　　カじノし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カロノし

とに甲状腺の癌というのは、癌の

うちでも極めておとなしい性質の

ものが大部分なので、手術すれば

治る可能性が非常に高いというこ

とを知っていただきたいのです。

20年以上こぶの存在を自覚しなが

ら、癌と診断された時点でも手遅

れでなかったという幸運な患者さ

んもいる位です。しかし、早期発

見・早期治療が理想であることは

4月7日は

世界保健デー

’
⊆
■

明日は今日より健康に、

　健康は世界の願い

いうまでもありません。

　58年2月から刈田病院外科では

毎週水曜日の午前中を甲状腺診察

の日と定めました。この日は甲状

腺関係の患者さんに力を入れて診

療致したいと思います。　「のどぼ

とけのあたりの腫れ」に気付いた

方はお気軽にご相談ください。

　ちなみにその他の特別外来は次

の通りです。

疹痛外来（ペインクリニック）…

・・月、木曜日の午前中

乳腺外来……火、金曜日の午前中

甲状腺外来……水曜日の午前中

食
品
成
分
表
　
四
訂
準
拠

　
　
　
　
　
科
学
技
術
庁
資
源
調
査
会

木
の
は
な
し
　
　
　
　
満
久
　
崇
磨

会
え
て
う
れ
し
い
花
い
ち
も
ん
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
津
カ
ン
ナ

輝
け
！
女
子
マ
ラ
ソ
ン
　
高
橋
　
　
進

必
携
落
款
字
典

　
　
　
　
　
　
落
款
字
典
編
集
委
員
会

清
張
歴
史
游
記
　
　
　
　
松
本
　
清
張

夕
暮
れ
て
　
　
　
　
　
　
山
田
　
太
一

十
六
の
墓
標
　
上
・
下
　
永
田
　
洋
子

妻
ご
よ
み
　
　
　
　
　
武
川
滋
郎

結
婚
以
上
　
　
　
　
　
落
合
　
恵
子

黒
白
　
全
三
巻
　
　
　
　
池
波
正
太
郎

戦
艦
重
巡
の
死
闘
　
　
　
豊
田
　
　
穣

モ
リ
エ
ー
ル
全
集
　
全
四
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
力
衛
訳

子
ど
も
の
本

か
げ
絵
あ
そ
び
　
　
　
中
村
ま
さ
あ
き

お
ば
け
な
ん
か
い
な
い
っ
て
さ

　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ボ
ー
ス
ト

日
本
の
民
話
絵
本
　
全
二
〇
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
法
規

し
ゃ
か
い
の
絵
本
　
全
三
〇
冊
プ
ラ
社

学
研
の
図
鑑
　
全
五
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
習
研
究
社

　　　　　　　　く日百
　　　　　　　　　本科
日グ久則井楠馬林田旺黒仏
下　徳　　　　　　　岩教
部　　　　　　　　　　振
保　重　　　　　　　重興
雄盛二吉男郎也社吾会

図
解
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
ビ
ン

古
代
史
の
迷
路
を
歩
く
　
黒
岩
　
重

坂
本
龍
馬
　
　
　
　
　
　
旺
　
文

サ
ン
カ
研
究
　
　
　
　
田
中
勝

中
学
生
時
代
　
　
　
　
　
林
　
友
三

現
代
の
風
俗
犯
科
誌
　
　
馬
屋
原
成

楠
本
憲
吉
の
結
婚
読
本
　
楠
本
　
憲

進
化
と
は
な
に
か
　
　
　
井
尻
　
正

母
原
病
を
防
ぐ
た
め
の
1
0
則

拾
も
し
ろ
教
科
な
る
ほ
ど
百
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
　
誠
一

工
ー
ゲ
海
岸
の
町
に
暮
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
斎
ま
ち
子

人
生
相
談
な
ん
で
も
百
科

なみ

のん

図

書

館
’2



　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
ソ
叉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
“

　
　
　
　
　
　
　
　
登
・

　
　
　
　
　
愈

　　　　　　　　　　　　く

場震

白
石
で
初
め
て
の
タ
ウ
ン
マ
ガ
ジ
ン
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
を
発
刊

（
四
月
五
日
発
売
予
定
）
す
る
こ
と
に
な
り
紙
面
づ
く
り
に
若
い
フ

ァ
イ
ト
を
燃
や
す
編
集
長
松
田
き
よ
み
さ
ん
（
福
岡
蔵
本
下
り
川
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
に
携
わ
る
の
は
、
松
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
長
ほ
か
五
名
の
ス
タ

　
　
　
　
　
戴
　
、
〆
　
　
　
　
　
　
ッ
フ
で
、
い
ず
れ
も
二
十

　
　
　
　
　
　
二
睾
　
　
．
占
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擁
．
代
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
知
り
あ
っ
た
仲
問
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
刊
の
動
機
と
抱
負
に

　
　
　
　
　
　
、
篠
ぞ
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
白
石
に
住
む
若
い
方
々

撫君

賊
戸
」

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く

の
八
に
地
場
産
業
や
白
石

市
内
の
街
角
を
紹
介
し
、

話
題
を
広
め
る
こ
と
で
よ

り
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
推
し
進
め
た
い
、

ま
た
活
気
あ
る
よ
ち
づ
く

白
石
の
タ
ウ
ン
マ
ガ
ジ
ン

「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
を

発
刊
す
る

　
　
編
集
長
松
田
き
よ
み
さ
ん

り
に
貢
献
で
き
れ
ば
」
な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
　
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
は
、
B
5

版
よ
り
や
や
小
さ
い
三
十
ぺ
ー
ジ
で

構
成
さ
れ
五
百
部
を
創
刊
し
、
四
月

五
日
発
売
予
定
（
次
回
は
六
月
五
日
）

で
一
部
二
百
円
の
価
格
で
市
内
の
各

書
店
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
タ
ウ
・
、
・
マ
ガ
ジ
ン
の
表
紙
に
は
、

応
募
し
た
絵
を
載
せ
る
ほ
か
、
読
者

か
ら
の
応
募
作
品
な
N
ご
多
数
掲
載
の

運
び
で
す
。
内
容
は
、
　
「
白
石
の
街

角
」
　
「
サ
ー
ヶ
ル
紹
介
」
　
「
白
石
の

方
言
」
　
「
ル
ン
ル
ン
カ
ッ
ブ
ル
」
「
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
」
　
「
ナ
で
ス
ギ
ャ
ル
」

な
ど
を
企
画
編
集
の
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
　
“
世
界
コ
ミ
ュ

ニ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
年
”
で
も
あ
り
、
こ

れ
ら
を
契
機
に
松
田
さ
ん
た
ち
が
ま

す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
よ
う
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

　
ご
意
見
は
、
白
石
市
福
岡
蔵
本
字

下
り
川
一
番
二
十
四
番
地
　
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
編
集
長
　
松
田
き
よ
み
さ

ん
宅
ま
で
ど
う
ぞ
。
費
五
－
三
四
六
四

τ7「㎜ゆゆ一 　
愛
宕
・
愛
宕
下
・
愛
宕
山
と
い

う
地
名
は
多
く
、
大
町
・
鹿
子
・

小
原
・
犬
卒
都
姿
・
越
河
・
長
袋
・

斎
川
・
蔵
本
な
ど
市
内
い
た
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
た
い
て
い
愛
宕
社

が
あ
る
た
め
つ
け
ら
れ
た
。
京
都

の
西
北
に
あ
る
愛
宕
神
社
は
御
所

　
い
ぬ
い

の
乾
（
西
北
）
の
方
に
あ
た
り
、
こ

こ
に
火
除
け
の
神
と
し
て
愛
宕
権

現
を
褥
っ
た
と
い

う
　
愛
宕
を
ア
ダ

ゴ
と
読
ま
せ
る
の

は
当
て
字
で
あ
る
。

こ
の
神
の
本
名
は

カ
グ
ツ
チ
と
い
い

火
の
神
で
、
母
の

イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ

ト
か
ら
生
れ
た
時
、

母
神
が
焼
け
死
ん

だ
の
で
仇
子
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か

ら
名
が
つ
い
た
と

る
o

地名アレコレ

蜘
　
　
　
　
　
、

糟
　
　
玩
う
伝
説
が
あ

　
　
　
あ
た
と
か
あ
て
と
い
う
の
は

　
木
材
業
者
の
用
語
で
一
本
の
材
木

　
の
日
光
を
受
け
ぬ
側
つ
ま
り
木
の

　
裏
側
の
こ
と
だ
そ
う
で
あ
る
。
京

　
の
愛
宕
神
社
が
都
の
西
北
の
日
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
た
り
の
悪
い
方
に
あ
る
た
め
あ
た

　
ヨ

簾購灘

錨
鞍
馨
灘

徳
川
家
嚢
ど
臭
い
に
締
轟

江
戸
城
の
西
北
に
愛
宕
社
を
杷
っ
　
か

た
．
答
轟
も
厚
－
崇
壁
轟

阪
の
陣
に
は
片
倉
家
の
士
の
冑
の
鈴

藍
て
に
愛
冥
権
現
守
護
所
慧

麟
灘
驚
繊

⑳

愛宕（あたご）という地名

目
と
さ
れ
、
修
験

道
の
信
仰
道
場
で

も
あ
っ
た
。
片
倉

重
長
が
大
阪
の
戦

勝
を
感
謝
し
て
太

郎
坊
が
愛
宕
権
現

の
お
使
い
で
あ
る

大
猪
に
ま
た
が
っ

て
猛
進
す
る
絵
馬

を
京
の
愛
宕
神
社

に
奉
納
し
た
話
は

　　　　∬噸翫　　　蜘瀞“

殿
に
も
あ
る
。
白
石
の
西
北
に
あ
た

る
蔵
本
［
本
木
（
現
在
セ
コ
ム
工
業
）

の
裏
の
山
に
愛
宕
権
現
を
杷
り
愛
宕

山
と
名
付
け
、
そ
の
麓
に
片
倉
家

の
基
所
（
ご
廟
）
を
定
め
た
の
は
三

代
の
景
長
で
あ
る
。
愛
宕
信
仰
と

白
石
と
は
ま
こ
と
に
縁
故
の
深
い
も

の
が
あ
る
。
　
（
市
史
編
き
ん
室
）

有
名
で
あ
る
．
こ
の
絵
馬
と
同
殉
」

の
が
塩
釜
建
．
宣
衛
神
明
社
神
講

ノ4

わが家のア イ
ド
ル

　
　
　
　
　
　
　
・
｝
畿
、憲

臨
マ
醗

噂

二
懸

■賦．、嘉濫
斎美幸ちゃん（調練場）

清和さん由美子さんの長女

ママからひとこと

≒素直で明るい子に育ってほしい

　
翻
臨

講
．

腐

「動物にのって」平間　知洋（深谷小1年

しのわた

ウ暫曽勿
「神明社」佐藤　正一（白一小4年

蟹藁

無
浜
　
蓬

市講
文

蕾民

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
係
（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
枯
れ
の
険
庭
を
彩
る
南
天
の
赤
き
実
の
映
ゆ
雪
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
還
暦
の
夫
に
寄
り
添
い
釜
房
湖
畔
に
子
等
と
祝
い
の

歌
壇
川
股
兵
三
選

眼
を
病
み
し
吾
を
気
づ
か
い
中
国
の
末
だ
見
ぬ
甥
よ

り
漢
薬
届
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

窓
た
た
く
風
に
も
心
波
立
ち
て
濁
り
留
守
居
の
今
宵

ね
む
れ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

山
茶
花
の
花
び
ら
ふ
い
に
こ
ぼ
れ
落
ち
め
じ
ろ
は
枝

を
は
な
れ
て
ゆ
き
ぬ
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

久
び
さ
に
息
子
に
あ
い
し
嬉
し
さ
に
話
題
は
つ
き
ず

一
夜
を
明
か
す
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

葉
牡
丹
の
春
の
色
冴
え
花
時
計
冷
た
き
朝
の
し
じ
ま

を
刻
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

つ
る
も
ど
き
枝
垂
れ
て
赤
く
野
の
隅
に
ひ
と
き
わ
目

だ
つ
藪
影
の
径
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

宴
た
の
し
む
　
　

山
田
濱

鳥
の
声
聞
き
つ
つ
寝
床
離
れ
ず
に
今
日
の
予
定
を
二

つ
数
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

寒
き
夜
を
若
き
巡
査
の
訪
れ
に
一
人
住
い
の
心
安
ま

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

幼
児
を
抱
き
て
雲
の
流
れ
ゆ
く
遠
き
山
脈
を
眺
め
て

居
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

夫
亡
き
あ
と
ひ
た
す
ら
励
む
義
妹
よ
豊
け
き
香
り
の

生
花
あ
き
な
う
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

血
圧
の
高
き
わ
が
た
め
夜
業
し
て
友
の
送
り
来
し
ベ

ス
ト
に
和
む
　
　
　
　
　
　
　
　
力
丸
き
み
子

み
の
虫
は
雪
に
ぬ
れ
つ
つ
揺
れ
て
を
り
固
き
つ
ぼ
み

の
梅
の
枝
先
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

鬼
の
面
な
な
め
に
被
り
院
長
が
．
病
室
ご
と
に
福
豆
く

ば
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
ひ
ろ
せ

假

壇

鈴
木
貞
二
選

移
り
ゆ
く
雲
の
淡
さ
よ
い
ぬ
ふ
ぐ
り

冬
ぬ
く
く
土
手
に
は
や
見
え
蕗
の
と
う

陽
だ
ま
り
の
草
枯
れ
て
を
り
蕗
の
と
う

だ
み
声
の
聞
こ
え
て
鴨
の
ゐ
る
を
知
り

啄
木
の
歌
の
か
な
し
や
凍
る
夜

一
休
の
回
り
舞
台
や
菊
人
形

寒
の
水
甘
露
々
々
と
飲
み
に
け
り

両
の
手
も
あ
た
た
ま
り
を
り
玉
子
酒

美
し
く
老
い
た
し
と
さ
す
寒
の
紅

老
株
を
分
け
て
芽
立
ち
ぬ
雪
割
草

み
ぞ
る
る
や
声
の
大
き
な
魚
売
り

凶
器
に
も
な
る
ら
し
氷
柱
鋭
か
り

春
雪
に
ぬ
れ
て
染
ま
り
ぬ
五
葉
松

焼
芋
の
笛
大
寒
の
夜
に
ひ
び
く

餅
花
に
茶
を
た
て
て
ゐ
る
女
か
な

佐
藤
　
周
子

佐
藤
　
良
子

阿
部
み
さ
子

遠
藤
　
省
三

近
内
　
キ
ヨ

久
須
見
南
斗

高
橋
和
歌
子

鈴
木
　
民
子

青
木
　
良
子

太
田
　
敏
子

草
野
　
美
沙

大
庭
　
良
子

高
子
う
こ
ん

川
村
　
静
江

佐
藤
　
善
夫

※
四
月
例
会
は
四
月
二
十
四
日
㈲
十
二
時
三
十
分
よ

　
り
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

15



17

■58年度白石市奨学生募集

　市内に1年以上住んでいる人の

子弟で高等学校以上の学校、また

はこれと同等の学校に在学する学

術優秀・品行方正・心身ともに健

全で、経済的な事由で学資の支弁

が困難な学生を対象に奨学生を募

集します。

〉募集人員（応募状況により変更

　することがあります。）

　○大学生

　O短大生
　○高校生

〉貸付金額

5人以内

3人以内

2人以内

　○大学生（月額）2万円

　○短大生（月額）2万円

　O高校生（月額）1万円

〉申講手続　教育委員会事務局に

　申請用紙がありますから、所定

　の事項を記入し、学校長の推せ

　ん書とともに5月10日まで教育

　委員会に提出してください。

　　なお、日本育英会等から奨学

　金を受けている方は、ご遠慮く

　ださいQ

〉貸付金の償還方法　（1）貸付期聞

　満了の6ヵ月後から月賦均等償

　還の方法により、貸付を受けた

　期間の2倍に相当する期間内に

　償還します。　（繰り上げ償還を

　することができます。）

　（2）償還金は納入通知書により市

　内の収納代理金融機関に納入し

　ます。

　くわしいことは、教育委員会事

務局庶務課（内線414・415）まで

どうぞ。

ロシェイプアップ体操

　受講生募集

　働く婦人の家では、美と健康を

めざすシェイプァップ体操の受講

生を募集しますのでふるってご参

加ください。

〉場所　働く婦人の家

〉募集人員　10名

〉受講料　月1，500円

〉申込　4月12日まで働く婦人の

　家岱5－5095へお・申し込みくだ

　さい。

ロスポーツ傷害保険説明会

　近年、早起き野球やテニスなど

スポーツを楽しむ人々が増えてい

ますが、一方、それに伴う傷害事

故も多発しています。

　教育委員会では、スポーツをよ

り安心して楽しめるようスポーツ

傷害保険についての説明会を開催

しますので、ぜひ参加してくださ

いo

レ日時　4月26日　午後2時

　　　　4月26日　午後7時

〉会場　市役所　大会議室

〉内容　スポーツ傷害保険の説明、

　スポーツ1月保険の説明。

口58年度中央公民館利用団

　体登録書の更新説明会

　中央公民館では、昭和58年度利

用団体登録書の更新説明会を次の

とおり開催します。どちらか都合

のよい時間にご出席ください。

〉日時　4月19日　午後1時30分

　　　　4月19日　午後7時

》会場　中央公民館費6－2453

　当日各団体の代表者の印鑑をご

　持参ください。

〃

〃
，

毎

　
　
　
翻

入学式

第2回
公民館まつり

灘
　　　』鵜㎏興鞠 騨

郎
響
燕

叡
躍
胤

　
ミ
々
λ
ζ
逼

』
響
グ

　
響
熟

鞭齢翻㌻’

▲坂谷の神楽

▲扇谷正造さんの記念講演

▲カラオケ大会
▼　（名司会者がインタビュー）

　　　　　　　　　　繍繕

篤 鱈』㌧・

瓦
嘱
壷罫

　／

騒隔
　
　
　
轍

あなたも参加しませんか
　　　　　　　　　　　　《受講生募集》

　　　　　　働く婦人の家
　働く婦人の家では、勤労婦人や家庭婦入が余暇を有

意義にすごし、生活をより豊かにしていただくために、

教養と趣昧をかねた定期講座を開設いたしますので、

皆さんのご参加をお待ちしております。

〉利用資格　白石市に在住、または在勤の婦人。

〉受講時間

　　　午前の部　　10100～12：00

　　　午後の部　　13100～15：00

　　　夜の部　18：00～20：00
〉受講料　無料。ただし、教材費・実費は自己負担。

〉申込　4月12日まで働く婦人の家へ〔電話の申込も

・受付けます。智5－5095）。

集
禺
只

募
人

名座講

入
o座講理料

社交ゲン

ス講座

七宝焼
講　座

着付講座

手編講座

古典文学

講　座

書道講座

洋裁講座

華道講座

15

20

20

20

20

20

15

20

実施内容

季節の料理いろ

いろ

ブルース、ダン

ゴ、ワルツ等の
ステソフ。を学ぶ

アクセサリーの
製作

和服の美しい着

方

棒針編の基礎と

セーター製作

古典文学に親し

む

正しい字を学ぶ

基礎からスカー

トとブラウス制
作

小原流

実施曜日

第1、第3
水曜日

第1、第3
木曜日

第1、第3
木曜日

第1、第3
金曜日

第1、第3
日曜日

第1、第3
土曜日

第1、第3
土曜日

講

午前

夜

午前

午後

講師名

柴谷信子

阿部志郎

真柳和子

谷津八代子

大庭寿枝

遠藤美樹

な　し

朝熊きく江

後藤晴峯

施
間

実
期

自4月

至9月

自4月
至12月

月
年4

5
9
月

自
至
3

≧榊、一榊一配順・」

禽警箏

、

騨
轟
墾

臨
　
　
艶

蓄

鋲

　　　　勤労青少年ホーム

　勤労青少年ホームでは、定期講座・サークル会員を
募集します。

〉利用資格　白石市に住所、または勤務先をもつ青少

　年なら誰でも参加できます。利用証の交付申請をし

　ていない方は、申込と同時に登録申請もしてくださ

　いo
〉申込　4月1日から（定員になりしだい締め切りま
　す）。

勤労青少年ホーム（費5－3720）へ。申込用紙はホ

　ーム事務局にあります。前年度に引き続き受講され

　る方も手続きをすませてください。

区分

｛
疋

期

講

座

区分

趣
味
同
好
サ
ー
グ
ル

講　座　名

日本舞踊若柳流

料 理

茶道裏モ家流

華道池坊

華道小原流

和 裁

書 鵠
旦

着 寸f

社交ダンス

民 謡

グルーザ名

サークル
　くいしん5まう

サークル

　　ピンポン

山　　小　　屋

ザ　タ　ッ　ク

ディスコサークル

期 闘

1ヶ年毎週月曜日

1ヶ年毎週火曜日

1ヶ年毎週火曜日

1ヶ年毎週木曜日

1ヶ年毎週金曜日

1ヶ年毎週土曜日

短期毎週月曜日

短期毎週金曜日

短期毎週月曜日

毎週金曜日

教　材　費

　　　教材費扇子代
　　　　500円

　　　教材費材料代
　　　1，800円

茶菓子代教材費

　　　　500円

花代教材費
　　　2，000円

花代教材費
　　　2，000円

教材費　実　　費

実 費

〃

社交ダンス・親ぼ
く・パーティ開催

民謡練習・親ぼく

会費1，000円

例会日

第1、第3
月曜日

　火毎週曜日
　木

第2月曜日

毎週木曜日

毎週月曜日

目的・活動内容

料理の研究・親ぽく

交流試合親ぼく

登山、スキーを通じて
の親ぼく

ホーム内のコミュニテ
ィーをつくる

ディスコを通じての親
ぼく
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市役所の所喬地
白石市字桜小踏衡
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個居年金1
〆〆｝、一一｝一一』一い一一

　納めましたか？

　　国民年金保険料を7

　国民年金保険料の納め忘れはあ

りませんか。

　今月は、57年度分の保険料を現

在お持ちの納付書で納められる最

後の月です。

　まだ納めていない方は、今月中

に必ず納めましょう。

　もし、保険料を未納のまま放置

しておきますと、時効（2年）と

なって、将来、資格期間が不足し

老齢年金を受けられなくなること

もあります。

　また、突然の事故で障害者とな

ったときや、不幸にしてご主人を

亡くされたときなどに生活の支え

となる年金（障害年金、母子年金

など）が受けられないことにもな

りますので、納め忘れのないよう

に注意しましょう。

　長い期間のことですから、つい

うっかり忘れるということもある

かも知れませんが、せっかくの年

金が受けられないことのないよう

に、今一度、領収書等をお確かめ

ください。

　なお、納付書を亡くしてしまっ

て納められないときは、市役所市

民課国民年金係または各出張所に

申し出て再発行を受けてください。

　お得ですよ！

　　保険料を前納すると

　国民年金の保険料は、4月から

向こう1年分を前もってまとめて

納めることができます。

　前納しますと、期別に納める額

より割引された額となります。4

月から来年の3月まで期別に納め

ますと、定額保険料の場合69，960

円ですが、4月中に1年分を前納

しますと68，270円となり、1，690

円の割引となります。　（付加保険

料は4，800が4，680円となり、120

円の割引です。）

　このように、保険料が割引かれ

てお得なほか、毎回納める煩わし

さや納め忘れを防ぐなどの利点が

あり、年金を受ける権利が確保さ

れることになります。

　なお、保険料を前納したい方が、

会社に勤めるようになったりして

国民年金の加入者でなくなったと

きには、資格を失った月以降の保

険料は還付されます。

今月の納税は

国民健康保険税

第1期分です。

納期内に納めましょう

（森林保全1
　山火事をなくしてきす一く

　　豊かな緑（昭和58年統一標語1

　春の訪れとともに、行楽や山菜

とりで山に入る機会が多くなりま

した。そこで心配されるのが山火

事です。一旦山火事が発生すると、

消化作業が大変手間取り、また被

害も大きくなりますので、次のこ

とに、ご注意ください。

（1）たき火の後始末は完全に行って

　ください。

（2）たばこの吸いがらは完全に消し

　てください。

（3）たばこの吸いがらを投げ捨てな

　いでください。

　森林は、貴重な木材を生産する

場所だけでなく、水資源のかん養、

土砂流失防止等の公益的機能があ

り国土の保全からも重要視されて

おります。一人、ひと1）が森林の保

全にご協力をお願いします。

5月3日は
市民春まつり

ピゴヘヘユエ　しドモ　も ユ　ん　ユ　ユ　て　ユずさ　キ

1国保の被保険者証の取替1

（　　　　　　　　　　一
　はもうお済みですか　　　1

　　　　　　　　　　　　　　；

　　3月18日から各地区ごとの日1

程で国民健康保険被保険者証の1
　　　　　　　　　　　　　　ノ
取替えをしましたが、都合が悪1

　　　　　　　　　　　　　　’　くまたお忘れになっていまだ取1

替えていない方は急いで各出張1

　　　　　　　　　　　　　　ド所（越河、斎川、大鷹沢、白川、小l

l原）市役所保険課（自石、大平、1
　　　　　　　　　　　　　　～
福岡）で取替えてください。　1

　この新しい保険者証（ウグィー
　　　　　　　　　　　　　　一

ζ1羅羅騰業i

　　　　　　　　　　　　　　～

饗鐙野∵轍

ぐ『覇柵鰐雛1
　一．　　　　　　　　　　　　／

　戸籍の謄本や抄本の手数料が昭

和58年4月1日から改正になりま

す。

111戸籍謄本と抄本、1通につき

　　　　　　　　　　　300円

〔2）除籍及び原戸籍の謄本と抄本

　1通につき　　　　　500円

13）戸籍記載事項証明1件につき

　　　　　　　　　　　200円

14）除籍記載事項証明1件につき

　　　　　　　　　　　300円

（5）届書等の受理証明1件につき

　　　　　　　　　　　200円

〔6届書書類の閲覧　　1件につき

　　　　　　　　　　　200円

指定代理金融機関に1

仙南信用金庫を指定

　仙南信用金庫を4月1日付け

で指定代理金融機関に指定しま

したので、ご利用ください。

〉名称・所在地

　仙南信用金庫

　臼石市字東小路2番地

〉取扱事務の範囲

　自石市公金の取扱事務の一部

58年度身障者自動車税

免税中請出張受付

〉日時　4月14日休）

　　　　　　　13：30～16：00

〉会場　健康センター2階会議室

〉必要携帯品　身障手帳、印かん、

　運転免許証、車検証。

　なお、申請用紙は会場に用意し

てあります。　（本人が運転者でな

い場合は、社会福祉事務所長の証

明を必要とします。）

　くわしくは、県身障者交安友の

会自石支部長本多保一（盈5－94

88）までお問い合せくださ1・】。

薗　81B岨 Iい6－I　II o、llII　l団16　囮・1

官公庁だより
1臼咽 爵　囮・Ill 働咽II－1岨 ll・1願11臨 I口hI rI

　所得税の確定申告書に計算違い

などの誤りのある人や、うっかり

して確定申告を忘れている人はお

りま’せんか。もし、間違いや申告

を忘れていることに気付いた人は

すぐに次の手続きをしてください。

く税額を少なく申告していたとき〉

　確定申告をした後で、申告した

税金が少なかったことに気付いた

ときは、　「修正申告」をしてくだ

さい。税務署から調査を受ける前

に進んで修正申告をしたときは、

加算税はかかりません。

〈税額を多く申告していたとき＞

　確定申告をした後で、申告した

税金が多かったことに気付いたと

きは、　「更正の請求」をしてくだ

さい。更正の請求ができる期間は、

申告期限から1年間（昭和59年3

月15日）以内です。

＜確定申告を忘れていたとき〉

　すぐに確定申告をしてください。

税務署から調査を受ける前に進ん

で申告した場合は、加算税が少な

く有利になります。

　なお、くわしくは、お近くの税

務相談室（分室）や税務署におた

ずねください。

塵撫轄嘉．
　仙南地域広域行政事務組合では、

4月1日より組合衛生施設のうち

「火葬場」を「斎苑」に、白石・

角田衛生センターのし尿及びごみ

処理場の名称を「第一事業所」「第

二事業所」とすることに条例が改

正されましたのでお知らせします。

白石衛生センター

　第一事業所（し尿収集運搬及び

　　　　　　処理）

　第二事業所（ごみ収集運搬及び

　　　　　　処理）

　白石斎苑（旧名称白石火葬場）

　七ヶ宿斎苑（旧名称七ヶ宿火葬

　　　　　　場）

角田衛生センター

　第一事業所（し尿収集運搬及び

　　　　　　処理）

　第二事業所（ごみ収集運搬及び

　　　　　　処理、動物死体（犬）

　　　　　　焼却処理）

　マイホームを建てる場合に、建

築資金が不足するため、資金の一

部を親から借りることがあります。

　このような親子間の金銭の貸借

は、税務の面ではよく問題になり

がちです。それは、親子などの親

族間の貸借には、将来返せるよう

になったら返すいわゆる「出世払

い」とか、　「あるとき払いの催促

なし」のようなあいまいなものが

多くみられるからです。

　このような貸借は、実質的には

贈与となんら変りはありませんか

ら贈与として取り扱われることに

なります。

　親子間でもはっきり借り入れと

いうことであれば、他人と同様に

「返済の方法」や「返済期」「利息の

支払い方法」などを取決めた契約

書（借用証）を作成し、その通り

実行することが必要です。

　返済計画や返済能力の有無、返

済の実行状況などから、その借入

れが事実と認められれば、親子問

の貸借でも贈与税が課税されるこ

とはありません。

　なお、親から借り入れた建築資

金の返済が困難な場合には、資金

を出し合った割合に応じて持分を

定め、共有の登記をすれば贈与税

の問題は生じません。
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　　給食センター落成式
　福岡の白石市地方卸売市場の隣
『）に総工費約3億3千万円で建設
していた給食センターがこのほど
完成し、落成式が行われました。

同センターは、鉄筋コンクリート

造りで天井が高く一部2階建、近
代的設備により調理能力は6，000
食分で4月11日よひ）4分校（長峰、
不忘、蔵王、三住）を除いた小・
中学校に配給されます。
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　　校歌を木彫り
　福岡小学校の本校児童59名によ
る卒業記念作品木彫りの校歌がこ

のほど体育館に飾られました。材

料は、ほうの木で児童たちが1人
7時間余りかかって制作。縦1．5
m、横2．6mの大きさです。同校
校歌は、昭和36年3月3日制定さ
れたもの。

釜、「令

擾

　◇これから原付免許を
　　　　　　取られる方へ
　今年の5月12日以後に原付免許
試験を受ける方は、試験を受ける
前に、技能講習を受ける証明書を
もらわないと試験を受けることが
できなくなります。

　くわし・くは、白石警察署交通課

費5－2138（内線46）までお間い
合わせください。

休日急患当番医
月　日

4／3
10

17

24

29

内 科

筥医院（5）2410

引地医院（5）2036

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

大沼医院（5）2502

トタ 科

宮城医院（5）2062

刈田病院（5）2145

加藤（大〉医院（5）4701

刈田病院（5〉2145

堤医院（5）1181
※都合により変更になる場合もあります。

目ネ 談
桐談区分

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

者
介

　
刀
口

瓜
ロ
糸

歯
業

高
職

社会保険

相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

相談日

15

15

15

5・25

5・19

15

15

九
燈

15

序
沐

　
週
水

　
毎

リオン7・22

トリオ　4

ニホン　15

15

15

間上
ぜ

日

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

10100～

　14：00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00
11：00～

　12＝00

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2F皆ネ目言炎室

全 上

全 上

健康センター

2階相談室

健康センター

2F皆木目言炎室

臼石市役所

3階相談室

自石市役所

2階相談室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

自石市役所

白石白役所

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

20


